
中学 2 年 数学 復習プリント「データの比較」30 問
組 番 氏名：

【P1】データの整理と代表値（Q1～Q6）
次の問いに答えなさい。

1. データ全体の中心的な傾向を表す数値をまとめて何と
いうか答えよ。

2. データを値の大きさの順に並べたとき、中央にくる値
のことを何というか答えよ。

3. データの中で最も多く現れる値のことを何というか答
えよ。

4. データの最大値から最小値を引いた差のことを何とい
うか答えよ。

5. 5 人の生徒のテストの点数が 6, 4, 9, 7, 4 （点）であっ
た。このデータの平均値を求めよ。

6. 5番のデータにおいて、中央値（メジアン）を求めよ。

【P2】四分位数と四分位範囲（Q7～Q12）
次の問いに答えなさい。

7. データを小さい順に並べ、4等分したときの境界にくる
3つの値をまとめて何というか答えよ。

8. 四分位数のうち、小さい方から 1 番目の境界にくる値
（下位のデータの中央値）の名称と記号を答えよ。

9. 四分位数のうち、小さい方から 3 番目の境界にくる値
（上位のデータの中央値）の名称と記号を答えよ。

10. 第 3四分位数から第 1四分位数を引いた差のことを何
というか答えよ。

11. 7 人の生徒の小テストの点数が 2, 3, 5, 6, 8, 9, 10 （点）
であった。第 1四分位数を求めよ。

12. 11番のデータにおいて、第 3四分位数を求めよ。

【P3】偶数個のデータの四分位数（Q13～Q18）
次のデータは、ある班の生徒 8 人のハンドボール投げの記

録（m）を小さい順に並べたものです。

12, 14, 15, 18, 19, 22, 25, 28

13. このデータの最小値と最大値をそれぞれ答えよ。
14. このデータの中央値（第 2四分位数）を求めよ。
15. このデータの第 1四分位数を求めよ。

16. このデータの第 3四分位数を求めよ。
17. このデータの範囲（レンジ）を求めよ。
18. このデータの四分位範囲を求めよ。

【P4】箱ひげ図の基本（Q19～Q24）
箱ひげ図に関する次の問いに答えなさい。

19. 箱ひげ図の「箱」の左端（または下端）の線が表してい
る値を答えよ。

20. 箱ひげ図の「箱」の中に引かれている 1 本の線が表し
ている値を答えよ。

21. 箱ひげ図の「ひげ」の両端が表している値をそれぞれ答
えよ。

22. 箱ひげ図において、「箱」の長さが表しているデータの
量を何というか答えよ。

23. 箱ひげ図の箱の中には、全体の約何 %のデータが含ま
れているか答えよ。

24. 箱ひげ図の一方の「ひげ」の先端から、もう一方の「ひ
げ」の先端までの長さが表している値を答えよ。

【P5】データの散らばりと比較（Q25～Q30）
次の問いに答えなさい。

25. データの散らばり度合いが「大きい」とき、箱ひげ図の
四分位範囲（箱の長さ）はどうなるか答えよ。

26. Aグループ（四分位範囲：10）と Bグループ（四分位
範囲：5）では、どちらの方がデータの散らばりが少な
いといえるか答えよ。

27. A組 40人と B組 40人のテスト結果の箱ひげ図を比較
したとき、A組の第 3四分位数が 75点、B組の中央値
が 75 点であった。75 点以上の生徒の人数が多いのは
どちらのクラスか答えよ。

28. 27番の問いにおいて、B組で 75点以上の生徒は、およ
そ何人以上いると考えられるか答えよ。

29. 箱ひげ図を比べることで、平均値だけでは分からない
データのどのような特徴を視覚的に比較できるか答
えよ。

30. データの中に、他とかけ離れて極端に大きい（または小
さい）値があるとき、平均値と中央値のどちらがその影
響を強く受けやすいか答えよ。



【解答と解説】

【P1】データの整理と代表値
平均値、中央値、最頻値などの特徴を正しく理解し、データ数が奇数の時の中央値の求め方を押さえます。

1. 代表値（だいひょうち）
2. 中央値（メジアン）
3. 最頻値（モード）
4. 範囲（レンジ）
5. 合計は 6 + 4 + 9 + 7 + 4 = 30。これを 5で割って、 30÷ 5 = 6（点）
6. 小さい順に並べると 4, 4, 6, 7, 9。真ん中の値は 6（点）

【P2】四分位数と四分位範囲
データ数が奇数（7個）のとき、中央値（第 2四分位数）を境に、下位 3個、上位 3個のデータに分け、それぞれのグループの
中央値を求めます。

7. 四分位数（しぶんいすう）
8. 第 1四分位数（Q1）
9. 第 3四分位数（Q3）

10. 四分位範囲（しぶんいはんい）
11. 中央値は 6。下位のデータは (2, 3, 5) なので、その中央値は 3（点）
12. 上位のデータは (8, 9, 10) なので、その中央値は 9（点）

【P3】偶数個のデータの四分位数
データ数が偶数（8個）のときは、中央の 2つの値の平均が中央値（Q2）になります。下位 4個、上位 4個に綺麗に分割され
ます。

13. 最小値：12m、最大値：28m

14. 中央の 2つは 18 と 19。 (18 + 19)÷ 2 = 18.5m

15. 下位 4個 (12, 14, 15, 18) の中央の平均。 (14 + 15)÷ 2 = 14.5m

16. 上位 4個 (19, 22, 25, 28) の中央の平均。 (22 + 25)÷ 2 = 23.5m

17. 最大値 − 最小値 = 28− 12 = 16m

18. Q3 −Q1 = 23.5− 14.5 = 9m

【P4】箱ひげ図の基本
箱ひげ図は、データの「最小値、第 1四分位数、中央値、第 3四分位数、最大値」の 5つの要約統計量を視覚化したものです。

19. 第 1四分位数
20. 中央値（第 2四分位数）
21. 最小値と最大値
22. 四分位範囲
23. 四分位数はデータを 4等分（各 25%）するものなので、第 1から第 3までの箱の中には 約 50% 含まれます。
24. 範囲（レンジ）



【P5】データの散らばりと比較
箱ひげ図の読み取りと、代表値の性質（特に極端な値「外れ値」が平均値に与える影響）についての考察です。

25. 長くなる
26. 四分位範囲（箱の長さ）が狭い方が散らばりが少ないので、 Bグループ
27. A組の 75点以上は上位 25%（およそ 10人）。B組の 75点以上は上位 50%（およそ 20人）。よって B組
28. 40人のうち中央値（50%）以上にあたるので、 40× 0.5 = 20人（以上）
29. データの散らばり具合（分布の偏りや偏りのなさ）
30. 平均値 （中央値は順位で決まるため、極端な値の「大きさ」そのものの影響は受けにくい性質があります）


